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北海道ニセコ火山東部地域の第四紀鉱化作用
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Abstract

　　　　The　Niseko　volcano　area　is　situated、at　the　southwestem　fbot　of　the　Sha，kotan　peninsula，

westem　Hokkaido。The　volcanic　activity　in　this　area　was　characterized　by　the　repeated　eruptions

ofandesiticlavaswith　theintercalations　oftuffbreccia．The　mainvolcanic　bodies　werefbrmedin

the　late　Pleistocene　age．

　　　　Sulphur，iron　and　manganese　ore　deposits　in　this　area　were　fbrmed＆s　a　result　ofthe　post－

magmatic　activities　ofthe　volcanism．

　　　　The　sulphur　deposit　is　classified　into　two　typesl　one　is　sublimation－impregnation　deposit

and　the　other　is　sedimentary　one．The　fbrmer　belongs　to　an　early　stage　ofmineralization，and

is　characterized　by　Iocal　s五liciacation　composed　ofopa1＆nd　cristobalite。The　latter　occurs　hori・

zontally　with　the　intercalations　ofsilicified　pebbles　and　it　is　believed　to　be　a　kind　of　craterlake

dcposits。Formation　of臓tive　sulphur　related　to　the　hot　spring　is　observed　in　the　piedmont　of

Mt・Chisenupuri，which　is　called6GPontoh　type　sulphur　deposit”。The　wall　rock　alteration

relating　to　this　sulphur　mineralization　is　characterized　by　alunite。

　　　　Limonite　deposits　are　gener＆11y　small　on　scale。They　are　fyequently　associated．withjarosite

or　hydrous　manganese　dioxide．

　　　　Interesting　behaviours　of　trace　elements　are　Qbserved　in　these　ores．While　the　sulphur

ore　is　very　poor　in　trace　metallic　elements，the　silicified　wall　rock　are　rich　in　them，thus，the

trace　elements　associated　with　sulphuric　gas　might　have　been　driven　out　into　the　surrounding

rocks．On　the　other　hand，trace　metallic　elements　in　the　limonite　ore　are　more　abundant　as

compared　with　those　in　the　sulphur　ore，especially，Ag，As，Cu，Mn，Mo，Ni，Zn，and　Sn　are

remarkable。The　authors　suggested　that　the　iron．bea血g　acid　solution　co11ected　a　considerable

amount　ofmetallic　elements丘om　the　wall　rocks．

　　　　In　this　paper，the　authors　re飴rred　to　a　problem　on　the　relation　between　the　Qμatemary

mineralization　and　the　Neogene　one，and　pointed　out　that　the　iron　and　sulphur　mineralizations

ofthe　Qμatemaryperiod　might　be　cl翫ssiGed　into　two　series　ofmineralizationl　e．g。the　one　might

belong　to　the　final　phase　of　the　Neogene　mineralization　which　is　represented　by　the　bedded

iron－sulphurpyrite　deposit　of　the　Abuta　mine，and　the　other　may　be　independent£rom　the

mineralization　ofthe　Neogene　age，and　is　regarded　to　belong　to　the　post－volcanic　action　ofthe

late　Pleistocene　to　early　Holocene　age．The　iron　and，sulphur　deposits　of　the　Niseko　volcano

area　noted　under　consideration　should　belong　to　the　latter　series　ofmineralization．

1，　ま　え力寸き

　　北海道における鮮新世以降の火山活動，とくに後火山

活動は，硫黄・硫化鉄鉱・褐鉄鉱（鉄明響石を伴う）．マ

＊北海道支所

ンガン土などからなる鉱床を形成している。これらの鉱

床の多くは噴気孔付近や山頂に発達し，鉱石構成元素は

単純であり，中新世の鉱化作用とはいちじるしく異なっ

ている。さらに鉱化作用に伴う母岩の変質にも独特の性

格がみとめられる。
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北海道では中新世鉱床区の中で，後第三紀の鉱床が重

複して発達する地域が多くしられている。したがって後

第三紀の鉱化作用の一部には先行する中新世鉱化作用と

血縁関係を有するものがあるのではないかという疑間が

ある。この疑問を追求することは鉱床学上きわめて興味

ある課題の1つである。

本論ではニセコ東部地域の第四紀鉱化作用の特徴をの

ぺ，あわせて中新世鉱化作用との関係についても言及す

る。

　ニセコ地域には，ニセコアンヌプリ・イワオヌプリ・

チセヌプリなど10指に余る著名な火山が知られている。

これら火山の山頂付近から中腹には，硫黄・褐鉄鉱・鉄

　　　　　　　　　　　　　　　　いわおぬぷり明馨石・マンガン土鉱床が賦存している。とくに岩雄登

硫黄鉱床は，かって大規模に採掘されたことがある。

　ニセコ火山およびその火山活動に関係して生じた鉱床

については，従来から多くの研究報告がある。

　大目方順三（1912），田中館秀三（1918）は硫黄鉱床お

よび岩雄登円頂丘についての研究をおこない，その後，

渡辺万次郎（1932）は岩雄登火山の地形と硫黄鉱床につ

いて報告している。またニセコ火山西部地域の地質につ

いては，矢嶋澄策ほか（1939）による10万分の1地質図

幅「寿都」がある。ニセコ火山東部地域については，広

川治・村山正郎（1955）による5万分の1地質図幅「岩

内」がある。さらにニセコ地域の全般的な鉱床調査が斎

藤昌之（1952）によっておこなわれたほか，渡辺卓ほか

（1964）の報告がある。また大場与志男（1960）はニセ

コ火山群の岩石学的研究をおこなっている。

　筆者らは，上記研究成果を基盤として，ニセコ火山東

部のとくにイワオヌプリ周辺の鉱床をとりあげ，母岩変

質，鉱石中の微量元素の挙動，地表水（流水，湧水）の

水質などを地球化学的に考察し，火山活動と鉱化作用の

関係を明らかにすることに努めた。

　なお本地域のうち，硫黄川付近の地形調査は村瀬正・

池田国昭両技官に協力を得た。また水試料の分析結果の

検討にあたって，狛武技官の助言を得た。

2．位置および交通

調査対象地域は，5万分の1地形図r岩内」に含ま

れ，行政区画上は岩内郡岩内町・磯谷郡蘭越町・ニセコ

町および虻田郡倶知安町の4町にまたがっている。

本地域の東方から南方には国鉄函館本線があり，北方

には同岩内線がある。国鉄線の岩内・倶知安・比羅夫・

ニセコ・昆布・蘭越の各駅からは，いずれも登山道路が

ある。鉱床に至るのに最も便利なものは，倶知安駅から

ニセコァンヌプリとイワオヌプリの鞍部をとおり，国鉄

山の家（ニセコ温泉），チセハウス（湯本温泉）を経て，昆

布，ニセコ駅に通ずる道道注1）で，ニセコ駅から国鉄山

の家間には夏期，定期バスの便がある。この道路から各

鉱床までは登山道路が通じており利用できる（第1図）。

3．地形および地質

3．1地形概説
　ニセコ火山群は，海抜400～・500m前後の緩い熔岩台

地上に形成されたほぼ東西にのびるいくつかの火山から

なる。すなわち東からニセコアンヌプリ（1，309m）・ワイ

スホルン（1，046m）・イワオヌプリ（1，118m）・小岩雄登

（1，045m）・ニトヌプリ（1，083m）・チセヌプリ（1，135m）・
め　くんない

目国内岳（1，203m）・岩内岳（1，086m）・雷電山（1，212m）

がある。

　これらの火山を東部（岩雄登火山）と西部（雷電火山）

とに分ける注2）。この報告の対象地域は岩雄登火山の一

部である。

　雷電火山は一般に熔岩流からなる単調な地形を示して

いるが，岩雄登火山は熔岩の流出後，円頂丘，爆裂火口

の形成があり，複雑な地形を示している。

　岩雄登火山は，イワオヌプリをとりかこんで，その西

方にチセヌプリ，南東方にニセコアンヌプリ，北方にワ

イスホルンの主峰があり，これらが海抜400～500mで拡

がる裾野の上に急峻な地形を示して聾立している。

　岩雄登火山の上述3つの主峰を中心とする各山体の境

界には谷を刻んで，南方にニセコアンベツ川，北方に中

の川，東方に硫黄川が流れている。西方には雷電火山の

東部を形成する目国内岳が，南に流れるペンケ目国内

川，北に流れる野束川を境にして，岩雄登火山と対して

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　ほりかつぷ　岩雄登火山の山麓をとりまいて・尻別川および堀株川

が流れ，それを境に東方には羊蹄山（1，893m）のなだら

かな山麓がつらなる。

　3．2地質概説
　本地域の基盤地質は，中新世の緑色凝灰岩・流紋岩・

責岩層とそこに介入する粗粒玄武岩々床からなる。これ

らは倶知安一小沢間の鉄道切割りや，尻別川沿いにわず

かに露出がみられる。一方，西方の雷電火山では，雷電

海岸に鮮新世の集塊岩層が厚く露出しているところか

ら，ニセコ火山群の基盤は，東西両端で高くもりあがり，

中央部で低いものと考えられている（大場与志男1960）。

　第四系は，調査地域外の山麓に段丘地形を示して広く

注1）県道に相当する地方道を北海道では道道という。

注2）　岩内駅一蘭越駅間のバス道路を境に西側を雷電火山・東側を岩

　雄登火山とする。……広川・村山（1955）による。
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王　千成登硫黄鉱床　　　　　　　5　岩雄登硫黄鉱床

2　新見マンガン土鉱床　　　　6　岩雄褐鉄鉱鉱床

3　昆布硫黄鉱床　　　　　　　　7　ニセコ硫黄鉱床

4　ニトヌプリ褐鉄鉱鉱床　　　8　狩太褐鉄鉱鉱床

第1図ニセコ火山東部地域の鉱床位置図

洪積層が分布する。本層はニセコ火山群の活動と密接な

関係を有すると言われている。すなわち大場（1960）

は，新第三系の上には，洪積世初期におこった火山活動

に関係する昆布角礫岩層があり，本層には断続的な地盤

上昇による段丘面が刻まれている。さらにニセコ火山群

の噴出物の一部は本層中に含まれていることから，ニセ

コ火山群の活動は洪積世初期にはじまったと思われる

が，大部分は洪積世後半に活動したものであろうと述べ

ている。

　沖積世に入ってからの火山活動は，イワオヌプリ付近

に集中し，わずかに3個の溶岩円頂丘注3），爆裂火口の

形成とそれにひきつづく硫気活動，温泉作用と次第に弱

まり，現在は温泉作用がみられるに過ぎない。

　3．3岩雄登火山の形成とその噴出物

　岩雄登火山の活動は洪積世初期にはじまり，沖積世に

　注3）東方からイワオヌプリ円頂丘・小岩雄登円頂丘・チセヌプリ円

　　　頂丘をいう（第2図）。

その活動はひきつがれている。このうち，火山体の大部

分が形成された主要な活動期は洪積世後半と考えられて

いる（大場，1960）。

　本火山の最初の活動はワイスホルンの形成で，この時

期には，西方の雷電火山では岩内岳や，雷電山の下部山

体が形成されている。ついで若干の削剥期をおいて主要

な活動に入り，しゃくなぎ山・チセヌプリ・ニトヌプ

リ・イワオヌプリ・ニセコァンヌプリなどの下部を構成

する噴出物の堆積がおこなわれた。この末期には活動中

心はイワオヌプリ付近に集中し，沖積世に入って，この

部分にチセヌプリ，小岩雄登注4），イワオヌプリの3個

の熔岩円頂丘が形成された。これらの熔岩円頂丘の山頂

注4）小岩雄登はイワオヌプリの西方にみられる火口状地形を示す部

　　分から突出している。この部分には湖成堆積層が厚く堆積して

　　おり，採掘された岩雄登鉱山の沈殿硫黄鉱床はこの湖成堆積層

　　の下位にある。筆者らは，この湖成堆積層を火口中に堆積した

　　ものと考え・本論ではこの火口状地形を示す部分を旧火口とし

　　てとりあつかうことにする（第2図）。

19一（363）



地質調査所月報（第21巻第6号）

1
，
l
l

目1，服，
￥

喋難麺饗
　．E三布三三二三廻三

＝＝鉱三＝三＝に：二

≡三山≡∋」、π三三一

　　　　　　　　一　　　　　　■　　一　一皿二二＝＝二皿冒　＿＿＿．＿

＝　　．＿．＿’＿

＝Σ；一　　　　　　　　＿＿＿、．
＿＿

一

撒‘、照・・

”蝶、、／

、

・ま’、

購’

II

騰1樽・蕪、

／、

、

　　　ll’1，レ　Fg
レ　’、一’1叡

　　トほ
獣　・1
　　＼、1聖・’

蕪　　I
　　　文

＼

黛

　狩太鉱
　　　1閣父

熱．

》　》　 v

M　》　▽

　朧

　　＼
山

＼1

　殴

第2図ニセコ火山東部地域地質図

□砂礫粘土
□湖成堆積層

匡i目ヨ小岩雄登円頂丘熔岩

醗1イワオヌプリ円駈熔岩

皿皿チセヌプリ塊状熔岩（泥流）

囲チセヌプリ円頂丘熔岩（2〉

團チセヌプリ円頂丘熔岩（1）

吻イワオヌプリ噴出物（2）

懸イワオヌリリ噴出物（1）

國チセヌプリ噴出物

回二トヌプリ噴出物

図しゃ〈なぎ山噴出物

匝トセコアンヌプリ噴出物（3）

翻ニセコアンヌプリ噴出物（2）

懸ニセコアンヌプリ噴出物（1）

回ワイスホノレン噴出物

（　　火口および爆裂火ロ

ー（i〉　昇華一鉱染硫黄鉱床

囲石圭化変質帯
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および周辺には，いくつかの爆裂火口や硫気孔が形成さ

れ，さらにチセヌプリの山頂北部には，山体の一部を破

壊して泥流（塊状熔岩）が噴出し，複雑な地形を示すに

至った。

　本火山初期活動の噴出物は撒檀石を含有し，ついで主

要な活動期の噴出物は角閃石と石英を含む輝石安山岩熔

岩からなるが，初期，主要期の噴出物には下部に凝灰角

礫岩が挾在する。

　つぎに各噴出物について概説する。

　1）　ワイスホルン噴出物

　イワオヌプリの北方に硫黄川を境に甕立するワイスホ

ルンを構成し，熔岩の下部に凝灰角礫岩を伴う。本岩は

暗灰色堅硬緻密で，斑晶として斜長石，普通輝石および

紫蘇輝石がある。石基は短冊状ないし針状の紫蘇輝石，

粒状あるいは長柱状の単斜輝石およびガラスからなる・

　2）　主要活動期噴出物

　ニセコアンヌプリ・チセヌプリ。ニトヌプリ・しゃく

なぎ山およびイワオヌプリ火山の下部を構成する。この

うち，イワオヌプリを構成するものは，それ以前のワイ

スホルン・ニセコアンヌプリ・チセヌプリの噴出物によ

って，その分布は制約される。イワオヌプリがこの期の

活動末期の所産であることを示している。

　2）一1　ニセコアンヌプリ噴出物注5）

　岩雄登火山の南東部に分布し，海抜700～800mに平坦

な台地状地形がみられる。ニセコアンヌプリはこの上に

急竣な地形を示して聾えている。この噴出物の主体は安

山岩熔岩で，火山砕屑物を伴う。本岩は灰色を呈し，堅

硬緻密なものから多孔質のものまである。斑晶には斜長

石，紫蘇輝石および普通輝石があり，まれに撒欄石をみ

ることがある。石基は填間組織を示し，斜長石・単斜

輝石・ガラス・鉄質物・クリストバライトなどからな

る。

　2）一2　チセヌプリ噴出物

　この噴出物はチセヌプリおよびこの東西方向に位置す

るニトヌプリ，しゃくなぎ山などから噴出したと思われ

るもので，それらの北方，南方に分布している。安山岩

質の軽石質噴出物，凝灰角礫岩および石英角閃石含有撒

麓石輝石安山岩熔岩およびその砕屑岩からなっている。

　2）一3　イワオヌプリ噴出物

　この噴出物は，それより以前のワイスホルン・ニセコ

ァンヌプリ・チセヌプリ各噴出物に制約されて分布し，

注5）第2図に示したニセコアンヌプリ噴出物（1），（2），（3）には岩質的

　　な差異は認められないが，（1），（2〉はともに台地状地形を示して

　　発達するもので・（1）は安山岩熔岩と火山砕屑岩との互層，（2）は

　　熔岩を主とし，火山砕屑物が少ない。（3）は山頂部を形成し，熔

　　岩からなる。

明らかにそれらより新しいものである。

　第2図に示したように2度にわたる噴出がおこなわ

れ，いずれも火山砕屑物を來在する安山岩熔岩である。

噴出物（1）は海抜700～800m，（2）は700～900mに分布し，

ともに台地状地形を示す。

　一般に灰色緻密で，斑晶として多量の斜長石，少量の

紫蘇輝石および単斜輝石があり，まれに石英・角閃石が

みとめられる。石基は斜長石・ガラス・単斜輝石・鉄質

物・クリストバライトなどからなる。

　3）　熔岩円頂丘熔岩

　ニセコ火山群の最末期の活動によって形成されたもの

で，チセヌプリ・イワオヌプリ・小岩雄登の3個の熔岩

円頂丘である。チセヌプリ円頂丘は，中央部に複合的に

ドームが形成され，さらに山体の北部が破壊し，泥流

（塊状熔岩）が生じている。

　これらの熔岩の特徴は，石英・角閃石（オパサイト化）

を含有する輝石安山岩熔岩で，全般に同源捕獲岩が含ま

れる。同源捕獲岩の鏡下における性質は上記噴出物とく

らべて明らかに異なる。

　以上，岩雄登火山の噴出物について概説したが，ニセ

コ火山群熔岩の鉱物量比について大場（1960）の報告を

第1表に引用する。

4．　鉱 床

　岩雄登火山の後火山作用によって生成された鉱床に

は，硫黄鉱床・褐鉄鉱鉱床・マンガン土鉱床がある。

　硫黄鉱床には，イワオヌプリ・小岩雄登の山頂～中腹

付近に点在する昇華一鉱染鉱床，イワオヌプリ西方火口

底の沈殿鉱床，チセヌプリ南麓の湯沼に現在生成されつ
　　　　　　　ぽんとう
つある沈殿鉱床（宝沼型）およびニセコ温泉鉱床があ

る。このほか第2図の枠外にしゃくなぎ山北麓の沈殿鉱

床がある。

　褐鉄鉱鉱床は，イワオヌプリ・ニセコアンヌプリの山

麓裾野に点在する。岩雄（小川温泉付近）・ニトヌプリ・

狩太鉱山の各鉱床のほか，調査地域外の東方，南東方に

ニセコァンベツ川・昆布・樺山などの鉱床がある。いず

れも沈殿鉱床で，このうち，小川温泉付近の鉱床には鉄

明馨石・マンガン土が伴われている。

　マンガン土鉱床は，上述の岩雄鉱山の褐鉄鉱鉱床に伴

うものと，新見温泉付近にみられるものとがある。

　これらの鉱床は，いずれも岩雄登火山の活動末期に生

成されたもので，現在，チセヌプリ南麓の宝沼型硫黄鉱

床（昆布鉱山）を除いて鉱化作用は終息している。

　本地域の鉱山は，現在，すべて休山している。主な鉱

床を第2表に示す。
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第1表　ニセコ火山群熔岩の鉱物量比（％）＊

試 料

岩　石　型

斑

晶

石

基

斜　 長　石

普通輝石
紫蘇輝石
角　閃　石
石　　　　英

撒　概　石

斜　長　石

単斜輝石
斜方輝石
アノーソクレス

珪酸鉱物
鉄　　　　鉱
角

燐

緑

緑

ガ

閃

灰

泥

簾

ラ

石

石

石

石

ス＊＊＊

1

Vd

22．2

2．9

1．5

17．3

0．5

1．4

0．1

4．7

49．5

2

Vld

17．8

2、8

0．9

0．2

0．1

1．4

12．7

4．2

0．7

0．1

4．1

55．0

3

7．3

0．6

0．7

0．2

2．8

32．0

6．5

4．7

0．1

3．9

14．6

0．2

O．1

26．0

4 5
VldI

28．2

5．0

2．4

0．2

0．3

0．4

3．8

1．3

0．8

4．2

3．3

0．8

49．1

15．1

9．0

2．3

2．7

14．7

4．1

5．8

6．3

0．4

39．4

6

Vld

26．8

4．4

1．9

0．0

0．5

0．0

4．2

3．8

1．7

1．0

6．3

49．3

7

VC

30．5

3．5

4．4

14．8

0．8

4．5

5．0

0．9

0．5

35．2

8

Vld

34．8

2．4

2．6

1．7

0．1

0．0

2．6

0．2

0．2

2．9

2．7

0．2

50．0

9

Vd－C

23．2

3．6

1。9

0．4

17．4

6．8

1．1

0．6

4．8

1．4

1．2

37．8

10＊＊

Vd．C

27．5

3．4

4．0

0．1

＊大場与志男（1960）による。

1（新期）
2（最新期）

3（最新期）

4（新期）
5（新期）
6（最新期）

7（旧期）
8（新期）
9（旧期）

10（旧期）

　　　　＊＊微ペグマタイト質脈を他に含む。　＊＊＊Microliteも含む。
紫蘇輝石・普通輝石安山岩，ニセコアンヌプリ山頂部熔岩

含石英・角閃石・緻椀石・紫蘇輝石・普通輝石安山岩・チセヌプリ円頂丘熔岩

2に含まれる同源捕獲岩
含石英・角閃石・撒撹石・紫蘇輝石・普通輝石安山岩，ニトヌプリ熔岩

4に含まれる同源捕獲岩
含石英・紫蘇輝石・普通輝石安山岩，大イワオヌプリ円頂丘熔岩

普通輝石・紫蘇輝石安山岩，ワイスホルン熔岩
含石英・角閃石・普通輝石・紫蘇輝石安山岩，イワオヌプリ熔岩（H）

含撤椀石・紫蘇輝石・普通輝石安山岩，岩内岳熔岩

含撤撹石・紫蘇輝石・普通輝着安山岩・鳴神の滝熔岩

9．6

2．5

8．7

5．0

38．9

5．火山活動と鉱化作用

すでに述べたように，ニセコ火山群の火山活動は洪積

世初期にはじまり，洪積世末期にその主活動を終わって

いる。さらにその活動が弱まるにつれて，活動はイワオ

ヌプリ付近に集中し，チセヌプリ・小岩雄登・イワオヌ

プリなど3個の熔岩円頂丘と爆裂火口とを形成し，その

後の後火山活動は，硫気作用と温泉作用とにひきつが

れ，それらに関係する昇華一鉱染硫黄鉱床・沈殿硫黄・

褐鉄鉱・鉄明馨石・マンガン土鉱床を生成した。そして

これらの活動は，現在，山麓に散在する温泉として残存

する。これらの関係を第3表に模式的に示す。

　ニセコ火山群の火山活動は，従来一般に那須火山帯に

属するものと考えられてきた。しかし最近の研究による

と鳥海火山帯の性格をあわせもつものであることが明ら

かになってきた。大場（1960）は，ニセコ火山の岩石学

的特徴から，本火山の初期噴出物は那須火山帯の岩石学

的特徴と一致し，最新期（熔岩円頂丘）の噴出物は鳥海

火山帯の岩石学的特徴と一致する。そして火山体の大部

分を形成した噴出物は，両者の性格を持っているとのべ

ている。

　このような火山活動にみられる岩石学的特徴が，鉱化　’

作用にどう反映されるかは，きわめて興味ある課題であ

る。第四紀火山活動と鉱化作用との関連を明らかにする

ために，この種鉱床の生成時期を明確にし，それぞれに

伴う鉱床種とそれに対応する母岩変質，元素の濃集機構

などを検討することにつとめてみた。

5．1　鉱化作用の概要

本地域の鉱化作用は，イワオヌプリ円頂丘の周辺に集

中しておこなわれている。このほかやや離れた位置（第

2図枠外）にしゃくなぎ山北麓の千成登沈殿硫黄鉱床，

新見温泉付近のマンガン土鉱床がある。本章では主とし

てイワオヌプリ周辺の鉱化作用についてのべる。

洪積世末から沖積世の初期にかけて，イワオヌプリ西
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第2表　ニセコ火山東部地域鉱床一覧表

鉱山名1位置およぴ交副地質および鉱床陣 石1沿革・現況およぴ生産鶏文献

（硫黄鉱床）
いわ　おぬ　ぷり

岩雄登
（馨鞠

千成登
（参覚）

昆　　布
（永寿）

（霧2照）

5万分の1「岩内」
後志国虻田郡県知
字町字岩雄登。
国鉄函館本線県知
安駅から西方に硫
黄川を10kmさか
のぼり小川温泉ま
ではトラックを通
ずる。これから山
道を2．5kmで達す
る。

5万分の1「岩内」
後志国岩内部岩内
町，チセヌプリの
北西方3km，国鉄
岩内線岩内駅から
新見温泉を経て蘭
越駅に至るバス道
路を8km利用し，
それから約2km，
鉱床付近まで自動
車を通ずる。

5万分の1「岩内」
後志国磯谷郡蘭越
町，チセヌプリ南
方1．9kmの湯本
温泉にある．国鉄
函館本線ニセコ駅
から昆布温泉を経
て鉱床付近を通る
バス路線（冬期を
除く）がある。

岩雄登火山は洪積世末にその主
体が形成され・沖積世に入って
3個の熔岩円頂丘が形成され
た。イワオヌプリ，小岩雄登は
これにあたる。イワオヌプリは
岩雄登火山の外輸山に生成され
たもので小岩雄登は旧火口底か
ら突出している。
鉱床は昇華一鉱染硫黄鉱床と沈
殿鉱床とがあり，そのほとんど
は採掘された。昇華一鉱染硫黄
鉱床はイワオヌプリの山頂から
山腹にかけて約10カ所にみられ
る。沈殿鉱床は硫黄川上流の旧
火口に堆積した湖成堆積層の下
位にあり，縞状をなす鉱層で，4
m，10m，0．5mのものがあった
といわれている。採掘された鉱
層の上位堆積層には昇華硫黄鉱
の礫がン蛋白石化した岩礫とと
もに層を形成しており，湖成層
堆積時，すでに昇華硫黄鉱床が
形成され，その一部が湖成層の
構成物となったことを示してい
る。なおこの沈殿鉱床は小岩雄
登の形成によって北部鉱床と南
部鉱床に2分されている。

しゃくなぎ山凝灰角礫岩上に沈
殿した硫黄鉱床で，一部，新見
熔岩の輝石安山岩でおおわれて
いる。

鉱床は東西200m，南北600mの
地域に不規則に層状またはポケ
ット状をなして賦存する。厚さ
3mほどの部分もあり，傾斜20
～35。を示す。

鉱床は湯沼から沈殿しつつある
やんとう

宝沼型鉱床で，400m離れた位
置に上，下2つの湯沼があり，
さらに上の湯沼の100m上流に
小規模の昇華一鉱染硫黄鉱床が
ある。湯沼から沈殿する鉱石は
湖底から多量の熱水とともに噴
氣する黄色中空球状（3～5mm、
を示すものと・暗灰色泥状のも
のとがあり，かつてこれを採取
していた。

昇華一鉱染硫黄
鉱S20～40％
沈殿硫黄鉱（土
状縞状鉱）

　S50～80％

沈殿硫黄鉱
比較的軟かい灰
色，灰黄色，黒
褐色のものと硬
い黒色のもの．と
がある。

　S40～70％

沈殿（溶融）硫
黄鉱
中空球状鉱：S
　76～80％
泥状鉱：S60～
　65％

安政3，4年頃発見された
といわれている。採掘され
たのは文久元年頃からで，
ひきつづき稼行されてきた
が，明治25年，三井鉱山合
名会社によって開発され，
さらに三井鉱山KKを経て
北海道硫黄鉱業KKが稼行
したが，昭和19年以降，休
山している。
明治37年から昭和12年まで
の精製硫黄（製品）は115，781

tで，この間の粗鉱品位は
S50％とされている。なお
昭和17・18年の生産実績は
つぎのとおりである。

　　　　粗鉱品位含有
　　　　量（t）（％）量（t）

昭和17～
18年

　硫黄鉱　2，923S30877

鉱床の大部分は採掘が完了
した。

明治32年頃発見され，明治
末期にハウル社によって稼
行された。当時は参覚鉱山
と称した。昭和16～18年ま
では目曹人絹パルプKKが
操業した。この間ンLOOO－
L500tの出鉱をみたとv・わ
れるが詳細は不明である。
昭和9～18年間の生産実績
は次のとおりである。

　　　粗鉱　品位　含有
　　　量（t）　（％）量（t）

昭和9
～18年
硫黄鉱6，157S48．83，006

鉱床の大部分は採掘が終り
休山している。

明治年間にハウル社が上の
湯沼で硫黄を採取したとい
われている。昭和15年，東
洋硫黄KKが製錬設備を融
けて永寿鉱山として操業し
たが，昭和19年休山，昭禾r
25～26年ンおよび31～32年
再開，その後休山している
昭和17年以降の生産実績は
次のとおりである。

　　　粗鉱　品位　含有
　　　量（t）　（％）量（t）

昭和17
～18年
硫黄鉱　756S55．8　42∫

昭和25
～32年
硫黄鉱1，769S76　1，253

広川治・村山
　正郎（1955）

大目方順三
　　　（1912）

斉藤　昌之
　　　（1954）

田中館秀三
　　　（1918）

渡辺万次郎
　　　（1932）

広川治・村山
　正郎（1955）

大日方順三
　　　（1912）

斉藤　昌之
　　　（1954）

広川治。村山
　正郎（1955）

斉藤　昌之
　　　（1954）
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鉱山名1位置および交通

（褐鉄鉱鉱床）

岩　　雄

第2図
第3図
第4図
第5図
参　照

ニトヌプ
リ

（蓼2照）

狩　　太

（募2照）

5万分の1「岩内」
但振国虻田郡県知
安町岩雄登，イワ
オヌプリの北東斜
面で呉知安町市街
の西方10km，旧
小川温泉付近にあ
る。

この間，　トラック

道路が通じてい
る。

5万分の1「岩内」
後志国磯谷郡蘭越
町，ニセコアンベ
ツ川左支流の上流
ニトヌプリ南麓。
国鉄函館本線ニセ
コ駅および蘭越駅
からそれぞれニセ
コ温泉に至るバス
路線を利用し，チ
セハウス（湯本温
泉）で下車，これ
から山道がある。

5万分の1「岩内」
胆振国虻田郡ニセ
コ町，イワオヌプ
リ南麓のニセコ温
泉の南南東方ほぽ
2kmの道路付近
にある。

国鉄函館本線ニセ
コ駅から北西方8
kmで，トラック道
路が通じている。

地質および鉱床

　（マン

岩　　雄

（響1）

ガン土鉱床）

5万分の1「岩内」
胆振国虻田郡呉知
安町宇岩雄登，硫
黄川中流，小川温
泉付近で，倶知安
町の西方約10km
にある。

国鉄函館本線興知
安駅からトラック
道路が通じてい
る。

主要鉱床はイワオベツ川の右岸
に，延長300mン幅200mの範
囲内にみられる。基盤は含角礫
粘土層で，これをおおって褐鉄
鉱層がある。鉱層は2～3層あ
り，一層の厚さ0．3～0．5mであ
るが，山腹に近づくと3mに達
する。表土はきわめて薄い。上
部にマンガン土鉱床を伴う。こ
の鉱床の大部分は採掘が完了し
た。この鉱床の西側にも鉱床が
あり，ここには鉄明撃石を縞状
に爽在する。この鉱床も一部が
採掘されている。

洪積世末期の岩雄登火山基底噴
出物である輝石安山岩が分布す
る。鉱床は沢沿いにみられるも
ので，延長120mフ幅20m，厚
さ1m前後の沈殿鉱層で，厚さ
2mの良好な部分は40mの範囲
である。

洪積世末期のニセコアンヌプリ
火山噴出物が分布する。
鉱床は沈殿褐鉄鉱鉱層で，小沢
の底部に沢沿いに，上少中，下
の3層があり，各層間に礫を爽
在する。上層は上流にあって表
土は薄いが，粉鉱が多く厚さも
うすい。中層は延長20m，幅15
m，厚さ1mの鉱体で，中層の
下部に3～5mの礫層を挾んで
下部層があり，その延長7bmン

幅20mン厚さ1mである。

鉱 司沿革・現況および生産実績

蘇苔類の仮像を
残す暗褐色，堅
硬の塊鉱，わず
かに粉鉱を伴う
黄褐色の塊状鉱
および暗褐黒色
で土状の軟質鉱
の3種がある。
鉱石品位は，堅
硬塊鉱で，Fe5C
％前後，黄褐色
塊状鉱でFe48
％前後，軟質鉱
でFe45％前後
である。Sは0．5
％程度ラPは0．2

～0．3％程度で
ある。

鉱床はイワオヌプリの北東山麓
に胚胎している。この鉱床は小
川温泉を中心とする褐鉄鉱鉱層
の東縁部に分布する小川温泉跡
鉱床と，この南東方250mにあ
る熊の沢鉱床とがある。『
小川温泉跡鉱床：褐鉄鉱鉱層の
南東端にある径30mの陥没状湿
地帯に，6m内外の幅でみられ
る。東側はイワオヌプリ噴出物
の安山岩岩礫を介在するが，西
側は褐鉄鉱層の上位にこれと成
層している。厚さは鉱体中央部
で2m，周縁は薄くなる。
熊の沢鉱床；熊の沢北西岸のや
や高い位置にある陥没地に分布
する。鉱体の厚さは0．7～2m
で，安山岩礫を多量に介在し，
採掘困難である。

褐色縞状鉱石か
らなり，代表的
な鉱石はFe55．
17％，SO．41％，
P　O．28％，As　O．

013％である。

上層の褐鉄鉱鉱
石は粉鉱が多く
中，下層のもの
は蘇苔類の仮像
をのこす暗褐色
のやや軟質の塊
鉱である。上層
の鉱石品位は低
いが，中，下層
のものは，比較
的優良で，中層
鉱石の分析例は
Fe51．38％，SO．

41％，PO。72％
となっている。

黒色マンガン土
パイロルース鉱
を主とする。品
位はMn55％，
最低26％ン平均
品位はつぎのと
おりである。
Mn29．77％，Fe
手L9％，Sio210。
δ8％，Al2031。82

％，MgO　O。88
％，H：2015．83

％

大正12年に鉱業権が設定さ
れ，昭和13年から褐鉄鉱と
マンガンを対象に稼行さ
れ，同15年には，褐鉄鉱
3，000tの出鉱をみてv・る。
昭和24年から再度着業し，
同27年までに1，300t，同28
年には，月1，500～1，700t
を出鉱し，同32年までに
16，000tを出鉱した。その
後，休山している。昭和13
～15年の生産実績は次のと
おりである。
　　　　粗鉱　品位　含有
　　　量（t）　（％）量（t）

昭和136，59gFe523，464
～15年

昭和37年，札幌市の佐藤金
徳が3ン000tほど出鉱した。
なお若干の残鉱がある。

昭和16年頃から開発され，
昭和26年に佐藤信二により
ほぼ2，000tを出鉱した。
すでに大部分の採掘が終わ
つている。

大正12年，山本某によってン
鉄・マンガンの鉱業権が設
定され，小規模に稼行され
た。昭和12年，日本採鉱K
Kが所有して，わずかに採
鉱，昭和13年，昭和製鉄K
Kに移窮鉄とマンガンを
採掘し，昭和16年，マンガ
ン土2，500t（Mn34％）を
採掘，昭和24年，三ツ谷一
郎が鉱業権をえて褐鉄鉱の
み採掘した。休山中。

文　　献

広川治。村山
　正郎（1955）

斉藤　昌之
　　　（1954）

広川治・村山
　正郎（1955）

広川治・村山
　正郎（1955）

斉藤　昌之
　　　（1954）

広川治・村山
　正郎（1955）

斉藤　昌之
　　　（1954）
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鉱山名

にい　　　　み

新　　見

（蓼10照）

位置および交通1
地質および鉱床

1鉱
石

5万分の1「岩内」
後志国磯谷郡蘭越
町字新見，蘭越町
の北方，約8km，
しゃくなぎ山の山
麓，新見温泉付近。

国鉄函館本線蘭越
駅から新見温泉を
経て岩内町に至る
バス路線が通じ交
通至便。

　　　　　　　　　　　　1鉱床は新見温泉の北西方約150マンガン土
mの地点と，温泉旅館の敷地21

カ所に沈殿鉱床をつくってい
る。すぺて含マンガン鉱泉沈殿
物で，厚さは5mほどあったと
いわれている。

パイロルース鉱
を主とする。

沿革・現況および生産実釧

新見温泉北西方の鉱床は，
かつて若干の採鉱がおこな
われた。

文　　献

斉藤　昌之
　　（1954）

第3表ニセコ火山東部地域火山活動と鉱化作用

年代・区分

沖

積

世

洪

積

世

末
期

初
期

火　成　活　動

小岩雄登円頂丘

イワオヌプリ円頂丘

チセヌプリ泥流
チセヌプリ円頂丘

イワオヌプリ噴出物

チセヌプリ噴出物
ニトヌプリ噴出物
しゃくなぎ山噴出物
ニセコアンヌプリ噴出物

ワイスホルン噴出物
基　底　角　礫　岩　層

鉱　化　作　用

沈と殿三硫！黄・温泉作用

沈殿マンガン土
沈殿褐鉄鉱・鉄明望石

昇華一鉱染硫黄鉱床

沈殿硫黄　鉱床

昇華一鉱染硫黄鉱床

沈殿硫黄　鉱床
昇華一鉱染硫黄鉱床

鉱　床　の　産　状

湯沼に中空の硫黄球として浮遊
（宝沼型）

　　　層　　　　状

　　　層　　　　状

層 状

層

脈

状

状

鉱　山　名

昆 布

岩　雄，新　見

岩　雄，狩　太
ニ　トヌ　プリ
岩雄登，ニセコ
岩　　雄　　登

岩　　雄　　登

千成登，岩雄登

岩雄登，昆　布

注）同じ鉱山名が何回も出てくるが・鉱化作用の継続を示す。

方（硫黄川上流）の旧火口側壁およびその周囲に激しい

硫気作用によって昇華一鉱染硫黄鉱床が形成された。同

時に旧火口底には湯沼を生じ，大規模の沈殿硫黄鉱床が

形成された。この沈殿鉱床形成後も，火口の周囲には昇

華一鉱染硫黄鉱床は生成されたものとみられる。それは

沈殿鉱床上位の湖成堆積層に昇華一鉱染硫黄鉱や珪化岩

礫からなる薄層をみることができるからである。また小

岩雄登円頂丘の東部には，円頂丘を母岩として数ヵ所に

昇華一鉱染硫黄鉱床がみとめられる（第2・3図）。した

がって小岩雄登円頂丘が火口底から隆起した後にも昇華

一鉱染硫黄鉱床の形成はおこなわれたものと思われる。

　上述昇華一鉱染硫黄鉱床をもたらした鉱化作用が終息

する以前に，イワオヌプリ北方山麓の岩雄鉱山と，南西

山麓のニトヌプリ鉱山とに沈殿褐鉄鉱鉱床が形成されて

いる。本鉱床は前述の昇華一鉱染硫黄鉱床形成に伴う変

質に際して，移動した母岩中の鉄分が地下水に溶解して

運搬され，地下水の湧出した場所に沈殿した結果生じた

ものと思われる。岩雄鉱山の鉄鉱床は互層状に鉄明馨石

を伴っており（第4図），一方，マンガン土鉱床は，この

沈殿作用の末期に形成されている（第5図）。

　すでに述べた硫黄・褐鉄鉱鉱床を形成した一連の鉱化

作用は，温泉作用にひきつがれて現在に至る。そのこと

を裏付ける現象として，湯本温泉（チセハウス）の泉源

である湯沼（昆布鉱山）には中空の球状～円筒状硫黄が
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第4図　鉄明馨石・褐鉄鉱の産状（岩雄鉱山西部鉱床）
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第5図マンガン土・褐鉄鉱の産状（岩雄鉱山東部鉱床）

浮遊して，宝沼型鉱床を形成しているほか，ニセコ温泉

の温泉作用は硫黄鉱床中に生じており，さらに岩雄鉱山

の褐鉄鉱鉱床中にも小川温泉をはじめ，水温30℃前後の

温泉が2，3知られていることなどをあげることができ

る。

　つぎに旧火口周辺の鉱床について鉱床種ごとに鉱化作

用の概要をのべる。

　5。1．1硫黄鉱床

　昇華一鉱染硫黄鉱床：イワオヌプリ円頂丘山頂部およ

びその周辺に散在する爆裂火口から西方の旧火口にかけ

て数多く形成されており（第2・3図），これらの鉱床の

一部は採掘されたことがある。

　鉱床は安山岩熔岩または同砕屑岩を原岩とする変質岩

中に不規則網状あるいは細脈状をなす自然硫黄から形成

・6一

6－79

　　　　　ゆのゆ
　　　　　　。勤簸

　　　山6－77　　　　　　　　　　／　　”
　　　　＼ニセコ温7　ノノノ
　　　宅切ド〃

葎警馨一
↓　越レ

圃安山岩岩屑　　匿】昇華一鉱染硫黄鉱床

囮珪化音！（クリストバライレ蛋白石）　岨泉

4－6第4表参照　　　　　　　　6－72第6表参照

第6図　ニセコ温泉付近硫黄鉱床見取図

されており，この周囲にボサ状珪化岩（クリストバライ

ト，蛋白石を主とし，ときに少量の石英を伴う）が発達

する。この変質岩の周縁には少量のカオリナイト・ハロ

イサイト・モンモリロン石が形成されており，ついで斜

長石の残存する変質安山岩（モンモリロン石・黄鉄鉱鉱

染）をへて新鮮な安山岩に移化する（第3図）。

　さきにのべたとおり旧火口付近（岩雄登鉱山）の昇華

一鉱染硫黄鉱床は，小岩雄登円頂丘の形成前から生成が

はじまっていたものと考えられるが，その一部は削剥さ

れ，前述湖成堆積層に含まれている。
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　沈殿硫黄鉱床：主鉱床は3カ所に知られる。すなわ

ち，チセヌプリ円頂丘を中心として，北西方に千成登鉱

床，東方に岩雄登鉱床（旧火口），そして南方に昆布鉱床

がある。生成の時期は，千成登鉱床が洪積世末期，岩雄

登鉱床は洪積世末～沖積世初期，昆布鉱床は現在生成さ

れつつあり，古くから生成されていた昇華一鉱染鉱床付

近に2つの湯沼を生じ，宝沼型硫黄を生成している。

　このほかニセコ温泉背後の爆裂火口内に小規模の昇華

一鉱染鉱床があり，この鉱床中にニセコ温泉の泉源が生

じている（第6図）。

岩雄登鉱床は、旧火口底に生じた湯沼を介して沈殿し

た鉱床注6）で，小岩雄登円頂丘の隆起によって，鉱体は

南と北に区切られる。一般に鉱層の層理は乱されている

が，鉱層を不整合に覆う湖成堆積層の層理はほとんど水

平である。湖成堆積層は珪化岩礫および同質のシルトに

よって占められ，昇華一鉱染硫黄鉱の礫が薄層をなして

三層確認される（第7図）。したがって沈殿鉱床形成後も

旧火口周辺の昇華一鉱染鉱床はひきつづき生成され、そ

の一部は削剥されて火口中に運搬されたものとみられ

る。旧火口周辺の昇華一鉱染硫黄化作用は，火口底の埋

積によって火口底では噴出口を制御され，火口周辺にむ

15m
シルト

昇華一鉱染硫黄鉱と珪化岩礫

シルト

珪化岩礫

シルト

　　　砂
　　　シルト
鑛灘珪化岩礫

シルト

珪化岩礫

昇華一鉱染硫黄鉱と珪化岩礫

珪化岩礫

　　　　　シルト
　　　　　昇華一鉱染硫黄鉱と珪化岩礫
0　　　＄麗膿。鵬　　珪化岩礫

第7図旧火口北壁の地質柱状（岩雄登鉱山）

注6、第2，3図に示したように旧火口北方の硫黄川流域にも，小規

　模の沈殿硫黄鉱床と湖成堆積層がみとめられる。この付近の基

　盤岩は全般的に珪化，粘土化をつよくうけている。これは昇華

　一鉱染硫黄化作用と湯沼が複合的に生成されていたことを示し

　ており，部分的に明蓼石の変質帯がつ［くられている。

しろ強くあらわれ，火口底では軽微となる。その結果・

沈殿硫黄鉱床の下部に鷹の目硫黄の細脈を形成するに至

った。

　チセヌプリ南麓の昆布鉱山は，湯本温泉（蘭越町営チ

セハウス）の北方200mに存し，ここにはその泉源をな

す湯沼（下の湯沼）があり，中空球状～円筒状の宝沼型

硫黄が生成浮遊している。この上流400mにも同様に活

動中の湯沼（上の湯沼）がある。「上の湯沼」とr下の

湯沼」の中問および「上の湯沼」の背後には，珪化，黄

鉄鉱化が著しく，　「上の湯沼」の背後100mには昇華一

鉱染硫黄鉱床が形成されており，かつて採掘された。ま

た両湯沼の周囲には，砂，シルトからなる湖成堆積層が

認められ（「上の湯沼」で5m＋，r下の湯沼」で1m

＋，……湯沼水面よりの高さ），湯沼の活動が一時休止し

たことを示している。現在生成中の宝沼型硫黄の供給源

の大部分は，より古く生成された硫黄，硫化鉄鉱の再溶

融に仰いでいるものと思われる。

　岩雄登，昆布の両鉱床には，昇華一鉱染硫黄化作用と

湯沼にみられるような温泉作用とが一部に重複しておこ

・なわれており，このような部分に明馨石単独の変質帯あ

るいは明婁石・クリストバライト・カオリナイトからな

る変質帯が形成されている。ニセコ火山東部地域の鉱化

帯で明馨石のみられるのは，今のところこの2カ所であ

る。

　5．1．2褐鉄鉱・鉄明馨石・マンガン土鉱床

　褐鉄鉱鉱床には，岩雄（小川温泉付近）・ニトヌプリ・

狩太の3鉱床があり，岩雄鉱山の鉱床には鉄明馨石，マ

ンガン土が伴われることは既述のとおりである。また新

見温泉付近にはマンガン土のみの鉱床がある。

　これらは鉱層をなし，その上位は表土を欠くか，ある

いは薄く腐食土に覆われているに過ぎない（岩雄・ニト

ヌプリ・狩太・新見）。また鉱層の基盤や，來みに昇華一

鉱染硫黄化作用に関係して生じた蛋白石・クリストバラ

イトからなる珪化変質岩礫または同質のシルトがみとめ

られる（岩雄・ニトヌプリ）。このほかイワオヌプリ円頂

丘熔岩の岩礫が介在する（岩雄）などの諸現象がみられ

る。

　上記の事実から考えて，これらの鉱床は沖積世に形成

されたものとみることが適当である。

　硫黄鉱床をもたらした激しい硫気活動は，その周囲に

広く珪化，粘土化変質岩を形成したが，その形成過程で

母岩中の鉄分は溶脱され，一部は変質岩の外側に排出さ

れ，そこに硫化鉄鉱鉱染部をつくっている。鉄分の多く

は地下水によって移動運搬され，さらに通路にあたる岩

石中の鉄分を溶存しながら硫酸性冷泉として地表に湧出
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第4表　ニセコ雄山東部地域鉱石分析表

No．

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

34

35

36

38

39

40

41

42

43

44

Fe
（％）

Sio2
（％）

39．19

41．79

45．60

53。06

49．28

50．06

56．41

49．62

48．80

55，17

56．65

54．15

52．53

56，61

55．64

36．52

22．22

45，96

32．70

33．04

3．73

4．89

4．93

7．56

6．31

10．74

2．87

1．14

0．71

9．41

4．57

7．81

9．50

1．84

42，86

4．81

1．44

1．80

1．78

10．44

2．66

6，01

0．76

31．36

10．44

Total　S

　（％）

69．04

97．65

73．70

14．00

76．84

32．23

50．33

42．31

89．75

67．33

P
（％）

0．51

1．54

3．82

3．77

4．79

0．24

0．00

0．47

0．26

0．41

0．92

1．08

0．33

0．95

1．12

11．07

13．26

5．66

11。27

12，75

0．34

0．20

1．59

0．43

0．21

0．59

0．28

0．64

1．09

0。46

0，84

0．9窪

0。57

0．48

As
（％）

0．025

0．015

0．218

0．025

0．007

0．000

0．013

0．U4
　tr

O．032

0．056

0．000

　tr

0．085

SO3
（％）

6．39

10．44

24．72

23．97

19．55

24．83

22．74

Ig。10ss

（％）

Mn
（％）

99．55

99．81

77．79

22．45

81．98

40．12

55．63

49．30

99．65

83．86

27．84

11．45

22．77

18．62

18．27

12．35

35，79

38．11

MnO2
（％）

22。82

17．41

56．05

43，54

K20
（％）

0．75

1．92

5．40

5．04

2．25

5，12

4．40

鉱石の種類

｝昇華一鉱染硫黄
鉱

褐鉄鉱

謬石

注）1）

　2）
　3）

ニセコ地域西部地域の雷電褐鉄鉱鉱石3コについても実験した。
鉄明響石と褐鉄鉱とは肉眼的な区別によって区分し’た。

試料No．は第5表と同じである。

／マ　土

し，そこに褐鉄鉱鉱床を生成した。狩太・ニトヌプリの

2鉱床は褐鉄鉱のみからなるが，最も規模の大きい岩雄

鉱床は鉄明響石とマンガン土を伴っている。鉄明馨石は

岩雄鉱山の西部鉱床の下盤側に多く沈殿し，その上位で

は褐鉄鉱と互層をなす（第4図）。また東部鉱床には褐

鉄鉱鉱層の上部にマンガン土が褐鉄鉱と互層をなす部分

があり，沈殿作用の末期にマンガンと鉄の沈殿が交互に

おこなわれたことを示している（第5図）。

　なお岩雄鉱山・ニトヌプリ鉱床の下盤には，クリスト

バライト・石英・少量のカオリンからなるシルトが賦存

し，鉱層中にも同質の薄いシルトが來在する。シルトの

構成鉱物は昇華一鉱染硫黄鉱床に伴う珪化変質岩の鉱物
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よって検討した。そのねらいは，早期の昇華一鉱染，沈

殿硫黄鉱床と晩期の沈殿鉱床（硫黄・褐鉄鉱・マンガン

土）とでは，それぞれの生成過程で微量元素がどのよう

な挙動を示すかを明らかにすることにあった。

　試料は第5表に示したように50コで，内訳は，新鮮な

安山岩4コ，昇華一鉱染硫黄鉱床に伴う珪化変質岩（蛋

白石・クリストバライト）3コ，同粘土化岩1コ，鉱石

として，昇華一鉱染硫黄鉱（純粋の自然硫黄）3コ，沈

殿硫黄鉱7コ，沈殿褐鉄鉱15コ，鉱染褐鉄鉱1コ，鉄明

馨石鉱6コ，マンガン土鉱石4コ，褐鉄鉱に伴うシルト

6コ，計50コである。

　検討した元素は，Ag，As，B＆，Cd，Co，Cr，Cu，Mn，

Mo，Ni，Sb，Sn，V，W，Zn，Zr，の16種である。

　分光分析は島津qF－60型分光分析器を用い，発光は

島津万能発光装置を使用して脈流弧光放電法（200V3相

交流，100V交流）でおこなった。

　試料は250メッシュに粉砕し，これに塩化ナトリウム

をよく混ぜあわせ，両者を1：1として0．王9士を使用し

た。鉱石試料中，昇華一鉱染鉱は0．5～1mm程度に粉

砕したものを双眼顕微鏡で選別し，純粋の硫黄のみを試

料とした。その他の鉱石試料はそのまま粉砕し試料とし

て調整した。

　電極は炭素棒を使用し，電極間隔3mm，露光時間60

秒でおこなった。

　スペクトル線の解析には島津投影式測微光度計PD－20

型を用いた。

　上述の分析の結果，Co，Wはほとんど量的変化を示さ

ない。以下に火山岩と鉱石との分析結果を，その形成期

の古いものから順次検討してみる。

　新鮮な安山岩は，ワイスホルン噴出物1コ，イワオヌ

プリ噴出物（2）2コ，小岩雄登円頂丘熔岩1コの計4コに

ついて微量元素を検討した。これらの噴出物は上記のす

べての微量元素を含んでいる。量的にやや多いものは

Cd・Coで，他はごく微量でAs，Snは痕跡にすぎない。

本岩が珪化した部分にはZnが顕著に現われる。

　硫黄鉱石は，金属元素のいちじるしい欠乏によって特

徴づけられる。すなわち，昇華一鉱染硫黄鉱（小岩雄登

東方の爆裂火口）に属する純粋な自然硫黄には，微量の

Co，Cd，Mn，Mo，W，Niが検出されるのみで，他の元

素はほとんど存在しない。このような元素不存の原因

は，激しい硫気作用によって，微量元素が溶脱し，多量

の亜硫酸ガスの放散とともに大部分は大気中に，一部は

変質母岩中へ逸散したものと考えられる。

　沈殿硫黄鉱石については，岩雄登鉱山旧採掘場，昆布

鉱山，千成登鉱山から得られた7コの試料について検討

した。前述のように，ここでも全般的には金属元素に乏

しいが，Ba，Mn，M・，Znは濃集している。

　沈殿褐鉄鉱，鉄明馨石，マンガン土鉱石の微量元素を

検討すると，全般的に金属元素の濃集が認められる。全

体を通じてンAg，As，Mn，Cu，Mo，Ni，Sb，Zr，V，Snが

きわだって濃集するほか，褐鉄鉱，鉄明馨石鉱石にはAg，

As，Mnが，マンガン土にはCd，Vが強い濃集を示して

いる。また同一鉱体として互層をなす褐鉄鉱と鉄明肇石

との問では，褐鉄鉱の側により強く微量元素の濃集がみ

とめられる。

　これらの微量元素の挙動の主たる要因は沈殿作用の媒

体をなした浸透水の酸性度の変化に大きく支配されたも

のとみられる。この浸透水は，高酸性度で多量の鉄を溶

存していたもので，Cu，Sn，Znを浸透水の通路となった

側壁から獲得し，側壁との反応で急速に中性化し，これ

らの元素を再沈殿したものと考えられる。

　第四紀に生成された鉱床は，地表または地表近くに存

するものが多いため，空気，流水による影響がきわめて

大きいと考えられる。そこで，地表部で進行する種々の

作用を考慮する必要がある。そのためには地表水の性質

を検討することが重要で，野外における水の地化学探査

を試みた。その結果を以下にのべる。

6．地表水（流水および湧水）の地化学的性質

　本地域の流水と湧水とについて，金属を溶解する可能

性の強い水はどのようなものであるか，またどのような

地域にそれがあるかを検討するため水の地化学調査を地

質調査とともにおこなった。調査対象地域のうち，とく

に硫黄川流域を重点とし，ニセコ温泉付近，湯本温泉付

近および新見温泉付近についてもあわせて調査を行なっ

た。

　現地ではできるだけ多数の試料を採取するように努

め，気温，水温，pH，RpH：，Fe2＋，Total　Feの測定およ

び定量を行なった。

　その他の成分については，ポリエチレンびんに採取

し，実験室で定量を行なった。

　これらの分析結果を第6表に示す。

　第6表に示すように，水温は1．0℃の雪どけ水から温

泉水の80．5。Cにわたるが，通常7～15℃のものが多い。

　pHはL8～7．4と変化が大きいが，一般に3～4を示

すものが多い。

　Total　Feは通常1mgμ以下であるが・硫黄川流域の

流水と温泉水にとくに含有量が多く，地域的特徴がみら

れる。

　SO42”は，全般的に含有量が多くンT・tal　Feの多いも
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採取
地域

硫

黄

川

硫

域

No．

1
2
3
4
5

6
7
8
9

10

11

12
13

14
15

16

17
18

19

20

21

22
23
24
25

26
27
28
29
30

31

32
33
34
35

36
37
38
39
40

41
42
43
44
45

46
47
48
49
50

51

52
53
54
55

気
（℃）

温

16．5
13．4
20．4
20．4

14．5
16．2
7．9

7．9

20．2

20．2
6。7

7．4

7．4

7．2

19．1
8．0

8．1

8．7

8．4

8．1

8。6

9．8

9．4

8．6

10．5
11．2

17。8
17．8

16．1
16．1
16．1
14．3

14．2
14．2
14，2
14．2
14．7

14．7
14．7
13．7

14．0

14．4

21．O

21．1
21．1
20．0
22．9
22．9

地質調査所月報 （第21巻第6号）

第6表　ニセコ火山東部地域

水
（。C）

温

7．2

7．4

7．6

6．3

5．3

8．0

8．6

5．2

7．2

5．2

7．2

6．7

7。4

7．0

6，3

12．3
8，2

7．2

7。2

8．3

7．6

8．0

7．5

7．5

6．9

32．2
8．2

28。2
28．0
25．0

14．5
14．8
8．1

13，4
7，8

9．0

12．6
15．2
13．2
31．5

13．6
11．3
12．0
17．5
10．6

8．0

13．0

21．3
7．2

10．8
10．6
9．8

pH：

4．6

2．8

2．8

1．9

3．0

3．0

3．5

3．4

2．8

2．8

2．2

1．8

2．8

3．0

2．6

3，2

4，6

3．9

3．9

6．9

3。9

2．9

3．2

4．2

6．8

3．0

3．2

2．8

3．0

3．0

3．0

3．0

5．8

3．2

4，2

4．9

6．7

4．2

4．2

5．4

4．6

3．3

5．8

5．8

6．9

7．4

5．4

6．9

6．2

4。5

4．2

5．3

4．5

4．3

4．4

RpH：

4．7

2．8

2．0

3．0

3．0

3．6

3．4

2．8

2．8

2．2

1．8

2．9

3．1

3．2

4．6

4．0

3．9

7．0

3。9

2．9

3．2

4．3

6．9

3．0

3．2

3．0

3．0

3．2

3．2

5．8

4．2

5．0

6．8

4．2

4．2

5．4

4．6

5．9

5．8

7．0

7．4

5．4

7．2

6．4

4．6

4。2

5．5

4．6

4．4

4．4

Fe2＋
（mgμ）

0．00
0．36

tr

0．71

0．67
0．00

0．00
0．00

0．00

0．50
0．00
0．00

0．06

0．17
0．00

O．00
0．00
0．00
0．00
0．00

0，

0．

0．

0．

06
00
tr

OO
92

0．00

0．92
0．00

0．00
0．00

0．00

0．00
0，00
0．00

Total　Fe
　（mgμ）

0．00
10．75

23．95
30．00

0．41
0．30

12．40

12．95

22．60
16．40

12．40

0．66
26．30

0．67
0．00
0．00
0．00
0．00

0．00
12．60

0．58
0．00
0．00

10．40

23．95
10．60

8．90

　　tr

O．15
0．00
1．36
0．00

0．06
0．00
0．06
0．00
0．95

O．00
14．30

0。00
0．92
0．00

0．

0．

0．

0．

00
00
tr

21

00

0．22
0．00
0．00
0．00
0．00

SO42一
（mgμ）

　　　tr

　　148

　342
1，094

10

22
382
265

　654
1ブ056

　382
　　78

　467

100
　tr

187
178
100

174
407
173
43

　　7

246
363
835
825

447
403
　tr

360
252

215
　tr

403
370
980

330
337
375
503
260

240
300
247
276
346

400
256
327
468
259

Mn2＋
（mgμ）

0．06
0．00
0．00
0．16

0．10
0．00
0．08
0．00

O．00
0．14
0．00
0．00
0．00

0．00
0．09
0．08
0．13
0．08

0．OO
O．00
0．00
0．OO
O．00

0．00
0，00
4．55
0．00

0．24
0．41
0．00
0．08
0．30

0．00
0．00
0．00
0．35
1．53

0．00
0．00
0．92
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．00

1．24
0．00
0．OO
O．00
0．45

4．3酸度

0．05
1．14
1．62
9．88

0．06
0．16
2．04
1．42

4．87
10．78

2，16
G．44
3．44

0．42

0．02
0．04

0．02
2．09
0．28
0．00

3．51
1．75
2．22
2．30

0．68
0．46

0．51

00

0．0

0．0

1．34

0．00
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水試料分析結果表

4．3アル

カリ度

0．03

0．28

0．22

0，12

0，05
0．17

1．79

0．0を

0．05
0．07
0．18

0．42
0．07
0．40
0，22
0．06

0．44
0．03
0．01
0．01

8．4酸度

0．04
1．14
2．00

0．10
0．02
2．67
1．90

5．24

3．58
0．78
5．01

0．68
0．02
0．49
0．42
0。0生

0．40
3．46
0．85
0．14
0，04

5．43
2．87
4．00
3．84

1．46
1．17
0．01
1．23
0．44

0．11
0．02
0．18
0．23
0．04

0．13
2．35
0．14
0．0を

0．02

0．02
0．03
0．04
0．0尋

0．08

0．08
0．10
0．06
0．03

Ca2＋
（mg／」）

0
1
31
12

0
0

27

9
11

6
23
45
42

2
53
27
28
11

6
64
28
11

6
64
28
61
61

70
72

1
65
72

69

4
99
87

280

81
39
91

111

63

62
93
96

140
115

137
79
96

134
92

Mg2＋
（mgμ）

3
3
7
3

1
4
7
6

3
7
7
4
4

4
3

14

9
7

4
7

11

3
4

116

6
108
107

38
148

3
24
11

10

2
38
37

109

30
11

35
58
28

30
25
13

35

50
23
28
39
37

K＋

（mgμ）

0．6

0．8

2．7

1．6

0。5

0．9

2．6

2．3

3．4

4．2

2．7

1．4

2．5

0．9

0．5

1．9

1．9

3．0

1．8

2。7

1．6

2．O

I．3

29．5
3．1

26．0
26．0

8。9

7．1

1．0

5．0

3．1

3．0

0．8

2．8

3．8

29．5

4．6

3．2

4．0

8．2

3．0

4．0

4．1

3．9

3．6

4．1

5．1

3．6

3．7

5．2

3．8

Na＋
（mgμ）

2．0

3．0

12．5
8．2

0．0

4．5

12．2
8．8

9．5

9．8

11．5
6．5

8．8

4．5

1．5

12．5
15．2
14．8

13．0
12．2
10．8
9．0

6，2

199．0

15．6
176．0

176．0

71．5
62。5
5。5

36．8
19．8

16．0
6．8

24．5
21。2

122．5

21．5
22．0
21．2
38．8
18．8

17．5
18。8
7。0

17．5
21．2

25．5
7．0

8．0

23．5
18．5

α『

（mg／」）

7
9

14
12

5
9

13

11

13

21
13
11

11

11

6
11

13

9
11

13

10
11

10

44
19

324
317

90
69
10

60
17

15

10
18
17

23

19

28
17

31
13

13
13
12
12
18

21
13
15

19
16

Sio2
（mg／」）

1
30

0
65

2
31

67
61

66
65
65
33
57

36

5
60
58
50

57
58
53
41
22

90
58
86
78

70
65

8
63
53

48
12

62
62
86

63
53
60
67
50

50
66
58
61

69

75
58
61

70
58

備　考

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

湧水流水（支流）

流水（本流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（本流）

湧水
流水（支流）
流水（支流）
流水（本流）
流水（支流）

湧水
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）
流水（本流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

湧水流水（本流）

湧水
湧水流水（支流）

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

湧水
流水（支流）
流水（本流）
流水（支流）
・湧水
流水（支流）

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）

湧水
湧水流水（支流）
流水（支流）
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採取
地域

硫

黄

川

流

域

セ

コ

温
泉

付
近

湯

本
温
泉

付
近

新
見

温
泉

付
近

二北

セ東
コ

温地

泉域

No．

56
57
58
59
60

61

62
63
64
65

66
67
68
69
70

71

72
73
74
75

76
77
78
79

80
81

82
83

84
85
86

87
88
89
90

91

92
93

94
95
96
97

気　　温
　（℃）

19．0
20．0
19．1
19．1
21．8

17．6
17．5
20．6
20．1
19．5

18．7

23．4
21．9
18．8

17，5

14．8
14．5
14．5

23．0
23．0
22．0
18．6

19．3
17．9
19．0
18．1

18．1
18．1
18．0

水　　温
　（℃）

9．5

12．8
15．4
14．5
10．4

8．0

10．8
14．3
14．0
8，3

10．2
4。4

12．8
1．4

16．2

1．0

62．6
53．0
80．5
48．5

47，0
55．0
5．8

5．5

59．0
74．0
13，5
21．6

12．7
60．5
48．0

9．8

23．4
9．6

63．6

16．0
65．0
10．5

pH：

4．5

4．4

5．8

4．9

4．4

4．2

4．1

3。4

2．8

3．0

3．2

4．3

4．1

3．7

3．0

4．7

3．1

2．6

5．8

5．7

3．0

3．2

3．7

3．8

4．0

4．9

7．1

3．9

6，9

4．5

6．0

6．7

6．3

6．7

7．4

5．7

7．4

6．4

2．7

3．2

4．7

6．0

RpH

4．6

4．4

5．8

5．0

4．5

’
4
．
3

4．1

3．4

2．8

3．1

3．4

4．3

4．2

3．8

3．1

4，7

6．0

3．0

3．9

3．9

4．0

5．6

7．3

7．1

6．8

6．6

6．8

7。6

5．7

7．6

6，4

Fe2＋
（mg／」）

0。00

0．11
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00
0．06

O．09
0．00
0．00
0．00
0。27

0．00

0．15
0．00

0．92
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00

0，00
　tr
　tr

Tota1Fe
（mg／」）

0．00
0．43
0．11
　tr
O，OO

0．00
0．00
0．38
1．24
2．01

0．63
0．00
0．00
0．00
8．50

0．40

24。00

26．60

　tr
O．12

5．30
1．93
　tr
O．00

0．40
0．00
0．00
2．86

0，00
0．42
　tr

　tr
O．18
0．13
0．00

0．00
0．00
0．00

10．70

8．05
0．00
0．00

SO42｝
（mg／」）

257
372
360
377
227

221
257
358
403
292

178
　5

4
　6

887

tr

1，500

928
1，834

1ン650

1，610

995

　95
　77

45
73

5
83

25
67

148

tr

　8

　5

700

4
864
15

452
145
　8

　6

Mn2＋
（mg／」）

0．00
0．00
0．00
0．00
0．OD

O。10
0．OO
O。71
1．16
0．00

0．00
0．00
0．00
0．10
0．47

0．13

1．93
1．08

10。50

10．60

1．19
1．15
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00

0．00
0．00
0．00
0．00

0．00
0。00
0．00

0。OO
O．00
0．00
0．OO

4．3酸度

0．00
0．00
0．19
0。82
0．63

0．09

0．00
0．03
1．31

2．16
7．30

1．60
0．92
0．04
0．05

0．12

0．14

2．88
0．74

注）一はno　d就a

のはSO42一も多い傾向にある。

　Ca2＋，Mg2＋，K＋，Na＋，およびC1一は流水と湧水とで著

しい違いがみられる。すなわち前者はこれらに乏しく，

後者はこれらに富んでいる。

　以下主として，pH，Tot＆I　Fe，SO42一につV・て，硫黄川

流域，ニセコ温泉付近，新見温泉付近について，測定値

に示された特徴を述べる。

　硫黄川流域（第8・9図）

　硫黄川およびその流域の沢水，湧水等のpH：，Tot＆lFe，

SO42一はそれぞれに水質の違いが認められる。すなわち，
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4．3アル

カリ度

0．03
0．12
0．11
0．11
0．11

0．OO

0．05

0，50
0。72

6．25
0。83

0．31
0．00
3，70

0．37
0，14
0．22
0．58

0．08
0．51
0．07

0．06
0．25

8．4酸度

0．10
0．08
0．05
0．06
0．08

0．19
0．40
0．70
1．32
1．31

0．63
0．05
0．04
0．06
4．51

0．02

3．15
10．84

0．20
0．43

2．54
1．42

－0．72

0．59

0．24：

0．24
0．03
0．28

0．08
0．72
0．59

0。02
0．00
0．04
0．0些

0。03
0．04
0．02

3．41
1．03
0．0生

0。03

Ca2＋
（mg／」）

94
132
136
141

115

97
81

90
57
52

39

0
0
0

166

0

166
62

235
254

174
204
11

11

1Q

29
14
18

13
11

133

7
4
4

308

3
312

6

27
10

3
7

Mg2＋
（mg／」）

13
18

32
20

0

0
15

27
34
15

10

2
0
0
5

1

290
50

421
396

278
243

3
6

9
16

8
3

4
5

2
3
2
3

3
0
2

9
5
5
7

K＋

（mg／」）

3．1

3．8

5．0

4．2

5．0

3．0

3．2

5．5

9．0

2．2

1．5

0．8

0．5

3．6

0．5

132．0

22．0
194．0

194．0

120．0

110．0
1．6

1．5

2．1

14．0
1．0

2．2

1．6

2．・0

19．0

0．9

0．8

1．0

6．4

1．0

6．3

1．0

2。7

1．9

0．7

1．3

Na÷
（mg／Z）

16．0
20．7
25．0
24．8
16．0

15．5
21．0
43。5
70，0
15．5

11．0

0．0

0．0

21．2

0．0

385．0

75．0
650．0
630．0

378．0

345．0
7．2

7．2

8．8

150．0
9．8

9，0

7、0

8．8

65．0

6．0

5．0

6．2

100．0

5．5

102．5

5．5

8．0

6．8

0．0

5．0

C1一

（mg／」）

13
15

18
17

13

14
18

55
93
12

8
5
4
5

14

6

542
96

864
864

556
543

7
7

7
5
8
8

8
8
3

8
7
9

15

8
14

7

11

9
2
5

Sio2
（mg／」）

60
65
74
75
57

58
66
78
76
68

68

1
2
1
71

tr

80
67
99
97

99
101

40
44

44
100
27
46

29
41
90

13

6
13

58

7
60
14

57
38

2
32

備　考

流水（支流〉
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）
流水（支流）

流水（支流）

温泉
温泉
温泉
温泉
温泉
温泉
流水
流水

温泉
温泉
流水
流水
流水
温泉
温泉

流水たまり水

流水
温泉
流水
温泉
流水

流水
流水
流水
流水

硫黄川本流の流水は，pH：2・8～3。3，Total　Feは12．40～　　2。6～5。4，Total　Feはo．oo～30．oo　mg／z，so42一は148～

23・95mgμ，so42一は337～407mg／lである。一方その支　　1，094mg／lで沢水と同様にそれぞれのバラツキが大き

流の沢水ではpHはL8～7・4，Total　Feは0・00～22・60mg　い。またその他の成分はとくにCa2＋，Mg2＋，K＋，Na＋お

／」，SO42岬は0～1，050mg／」とそれぞれの含有量に著しい　　よびC1一が多く湧水としての特徴がみられる。

バラツキがある。また硫黄川流域付近の湧水では，pH　　　これらの沢水，湧水はともに硫黄川の北岸側（ワイスホ

35一（379）
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ルン側）からのものがpHが比較的高く，Total　Fe・SO42一

の含有量は低い（No・20，25，33，37）。南岸側（イワオ

ヌプリ側）のものは北岸側よりpHは低く，Total　Fe・

SO42一が高い傾向を示している（No・19，21，23，26，28，

29，31，32，34）。

　ニセコ温泉付近（第6図）

　ニセコ温泉の北方約250m上流には爆裂火口内から多

数の温泉が湧出しており，この一帯をニセコ鉱泉地とよ

んでいる。これらの温泉はいずれも，イワオヌプリ火山

に熱源を仰いでいるものと考えられている（鈴木ほか

1965）。

　これら温泉のpH：は2．6～5．8の範囲にあり，湧出量の

多い温泉はpRが比較的高く，湧出量の少ない温泉はpH

が低い傾向を示す。

　鈴木ほか（1965）の報告によれば湧出している温泉

は，爆裂火口下部の硫黄鉱床を通過する際に，硫黄をと

かしたものと考えられている。またこれらの温泉はCa2＋，

Mg2＋，K＋，Na＋およびCヒの多いのが特徴である。

　新見温泉付近（第10図）

　新見温泉付近には2カ所にマンガン土鉱床が知られて

いる。1つは新見温泉の敷地内にあり，他はこの敷地の

北西方にあって，採掘あととなっている。

　この温泉付近の流水および湧水は，pH5．7～7。4の範

囲にあり，Mn2＋はいずれも検出されなかった。とくに

No・90，92の試料は水温60℃以上でpH7。4，SO42－700

mg／l以上を示し，Ca2＋，Na÷の多v・のが特徴である。

　一般に温泉は流水より溶存成分が多く，多くの研究者

によって溶存成分の比率にもとずいて，いくつかの温泉

の分類が試みられている。

　太秦ほか（1965）によれば，ニセコ地域の温泉は，CI㌔

HCO3一一SO42－3成分の当量百分率によって，次の3つ

の型に分類される。

O

　　　　　　ヨ

’父☆
　　　、ノ昆布鉱山（S）

　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　へ

　　　　　　　、り押躊※董瞭
　　　　　　1属鑑’、
　　　　　　ノ　、1　　（登一

　　　　　　　　　　　　　傍☆気

第8図ニセコ火山東部地域水試料採取位置図
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第m図　新見温泉付近水試料採取位置図

すなわち

　（a）SO42一型（1）：SO42－95％以上を占めるもの。

　（b）SO42一型（H）：SO42－70～75％，Cl－20数％を占め

　　るもの。

　（c）CI一型；C1｝60～80％，HCO3－10～35％を占める

　　もの。

であり，上述の3つの型注7）は，SO42一型（狂）を中心とし

て，Sq2一型（1）がその西に位置し，Cr型の温泉がそ

の南麓こ湧出するという興味ある分布を示している。

　本地域の温泉はCl㌦HCO3㌦SO42一の3成分を検討す

ることによって特徴が認められる。すなわちSO42一は湧

水に多く含有される。またHCO3一は4．3アルカリ度の

測定値から推定した。その結果では1｛CO3一は局所的に

偏在している。またC1一はこの地域内のほとんどの水に

含まれるが，温泉のCl一含有量は流水のそれより多い等

の特徴が示された。

　一般に酸素を多く含む水は，硫黄・硫化鉄鉱鉱床の中

を流れると，硫化鉄を溶解して，硫酸第一鉄と硫酸が生

成される。これらがさらに他の地表水・岩石と接触する

注7）今回の調査範囲で，この分類を適用すると，SO42一型（■）は

　　ニセコ温泉（No．72～77）がこれにあたり，SO42一型（1）は

　　新見温泉（No．90，92）で，Cr型温泉は調査範囲外の南方に

　　位置する昆布温泉にあたる。

ことによって，Ca2＋，Mg2＋等を溶解すると共にpHは酸

性度が低下する。この水の酸性度がより低下すると鉄は

酸化されてついには水酸化第2鉄となるであろう。

　そこで第6表の分析結果を用いて，pHとTotal　Feと

の関係図を作った（第11図）。

　第11図よりTotal　FeはpH：がほぼ3．5以上になるとほ

とんど溶存することなく，pH3．5以下で溶存量が急激

に多くなることがわかった。

　次にpH3・5以下でTotal　Feを多く含む水のpHと

SO42一との関係図を作った（第12図）。

　第12図より，pEが小さV・程SO42一が多くなる傾向が

認められる。すなわちSO42一を多く含む水は，pH3・5以

下でより多くの鉄を溶解する能力をもつものと思われ

る。

　ニセコ地域にみとめられるこの種の褐鉄鉱鉱床の鉱化

作用は，上述のような条件を必要としたものと考えられ

る。硫黄川硫域においては，前述の金属乞溶解する能力

をもつ水は，岩雄登鉱山と岩雄鉱山付近に偏在し，岩雄登

鉱山では旧採掘場周辺と，硫黄川および硫黄川南岸側の

支流にみられ，岩雄鉱山付近では西部鉱床のNo・26，28，

29に分布している（第9図）。

　いずれにしても鉱床周辺部の沢水・湧水に金属を多く

溶解する傾向が認められ，その他の地区では，小岩雄登

南麓のNo，70と，ニセコ温泉北東方のNo・94，95にそ

の傾向を見ることができる。

　岩漿水は一般に溶存成分にとみ，温度が高いものと考

えられるが，地表部で地下水と混合し，希薄化されるこ

とは容易に推定される。本地域で求めた分析結果にもと

づいて，so42－800mgμ，c1－100±mg／1またはそれ以上

を含む水を，筆者らは岩漿水の要素をとどめているもの

と考察した。この種の水は，硫黄川流域では岩雄鉱山付

近のNo．28，29で西部鉱床から湧出してV・るものが，ま

たニセコ温泉付近ではNo．72，73，74，76，77がそれに相

当する。これらの温泉では，湧出量の多いものはpHが

比較的高く，C1一量も多い傾向を示し，湧出量の少ない

ものはpHが低く，C1一も少ない傾向を示している。こ

れらはいずれも温泉の分類でみるとSO42一型（豆）タイプ

に属する。

　一方，新見温泉付近では，新見温泉の北西方約100m

と，温泉の敷地内にマンガン土鉱床が知られている。

No．90，92の温泉はいずれも敷地内から湧出しており，

pH7．4で，CI一に乏しく，SO42一とCa2＋，Na＋に富む。

これは地表水が地下に浸透し，熱せられて上昇したもの

と思われ，SO42一型（1）タィプに属する。

38一（二382）
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7．　新第三紀鉱化作用との関係について

　新第三紀中新世鉱化作用は，本地域の北方，積丹半島

にそって，いわゆる積丹方向（NNW）ぞいに多数の浅熱

水性鉱床をもたらし，1つの鉱床密集地域を形成してい

る（積丹・洞爺鉱床区）。この地域1ヰ中新世末期の上昇地

塊で，同期の海成層を欠き，変朽安山岩や第三紀花商岩

の活動がおこなわれている。とくに第三紀完晶質岩は

NNW方向に配列し，この地域の中央背斜構造を規制し

ている。

　重要鉱床は上記完晶質岩を軸としNNW方向に累帯配

列を示す。すなわち中央帯には稲倉石・大江。豊羽鉱山

39一（383）

糞型闘



地質調査所月報（第21巻第6号）

によって代表されるところの鉛亜鉛マンガン鉱床群を，

その両翼には手稲，千歳両鉱山で代表されるところの金

銀を主とする鉱脈をもたらしている。

　中央帯での母岩変質は，脈際で石英絹雲母緑泥石また

は緑泥石曹長石からなる変質帯が顕著である。一方，両

翼の金銀鉱化帯では石英氷長石からなる変質帯がいちじ

るしい。

　上記のようなデータにもとずいて，鉱化帯の両翼は中

央帯にくらべて，より低温型であり，一種の累帯配列を

示しているものと考えられる。

　G・M．VLosovとM。M．VAsILEvsKII（1963）が中央カ

ムチャツカ鉱床帯の研究でのべているように，内生的鉱

床生成深度が徐々に浅くなることによって，はじめに賎

金属を沈殿した鉱液はつぎに金銀を沈殿し，さらに浅く

なれば，条件が開放的になり，そこではじめて硫黄鉱床

を形成するであろうとしている。

　すなわち賎金属鉱化作用から硫黄の鉱化作用までを一

連の鉱液の産物とみなしていることがうかがわれる。筆

者の一人，五十嵐は上述積丹・洞爺鉱床区の南部にみと

められる種々の鉱床は，その配列状態から，いずれも血

縁関係を有するものであろうと考えてきた（五十嵐，

1967）すなわち洞爺湖付近には虻田・徳舜瞥・幌別鉱山

など硫黄・硫化鉄鉱・褐鉄鉱からなる鉱床が密集してい

る。これらがいずれも新第三紀の金銀鉛亜鉛鉱床の濃集

度の高い地域を母胎としていることを重視して，硫黄・

硫化鉄鉱・褐鉄鉱鉱床の生成期がたとえ第四紀に及ぶも

のであっても，これらはいずれも新第三紀からひきつが

れた一連の鉱化作用によるものと考えてきた。

　しかしながら本論でのべたニセコ火山地域の硫黄褐鉄

鉱鉱床は，新第三紀鉱化作用から独立したものと考えた

い。その理由として，1）ニセコ火山地域は，北～東側の

新第三紀鉱化帯から独立した位置を占めていること，2）

ニセコ地域の鉱床が硫黄・褐鉄鉱・マンガン土からなる

のに対して，洞爺地域では硫化鉄鉱がむしろ重要鉱種と

なっていること，3）ニセコ地域の鉱化作用は第四紀火山

作用と密接な関係を有しているが，洞爺地域のものはむ

しろ新第三紀火山岩を母胎としていることなどをあげる

ことができる。

8．　あとがき

　ニセコ火山群は，洪積世初期から活動をはじめ，沖積

世に至って完成した火山からなる。本地域の硫黄・褐鉄

鉱・マンガン土鉱床をもたらした鉱化作用は，この火山

活動と密接に関係していることは明らかである。すなわ

ち火山活動の末期に硫黄ならびに褐鉄鉱鉱床を形成し，

さらに終末にはマンガン土鉱床をもたらしている。

　昇華一鉱染硫黄鉱床は，イワオヌプリ円頂丘の主とし

て側壁に発達する多くの爆裂火口に形成されており，そ

の周囲に蛋白石・クリストバライトからなる珪化帯とそ

の外側にカオリナイト・ハロイサイト・モンモリロン石

からなる粘土化帯を形成している。

　沈殿硫黄鉱床は，昇華一鉱染硫黄鉱床とほぼ同時期に

生成された。これに属するものは旧火口底に沈殿した大

規模の岩雄登鉱床，チセヌプリ北方の千成登鉱床および

南方の湯沼に現在生成中の宝沼型鉱床がある。

　褐鉄鉱鉱床は，ことなる火山噴出物の境界付近に形成

されている。岩雄鉱山の西部鉱床には鉄明馨石を，東部

鉱床には鉱化作用末期のマンガン土鉱床をそれぞれ伴っ

ている。

　上述諸鉱床には微量元素の興味ある挙動がみとめられ

る。

　硫黄鉱石は，昇華一鉱染，沈殿の別を間わず金属元素

に乏しく，とくにCo，Cu，Sb，Snなどの諸元素が完全

に溶脱している。これらの元素の大部分は大気中に放散，

一部は珪化変質岩石中に拡散したものと考えられる。

　また昇華一鉱染硫黄鉱と沈殿硫黄鉱とを比較してみる

と，後者の金属元素が若干高い値を示している。

　一方，褐鉄鉱・マンガン土およびこれらに伴うシルト

における微量金属元素は，上述硫黄鉱石にくらべてはる

かに多量である。とくにAg，As，Ciu，Mn，Mo，Ni，Zn，

Snの濃集がいちじるしい。その理由は鉄の鉱化作用の

媒体をなした酸度の強い浸透水が，その通路である側壁

から金属元素を獲得したことによるものと解釈した。

　さらに本論では，この種鉱床が新第三紀中新世の鉱化

作用とどのように関連するかについての考察をおこな

い，第四紀に生成された鉄と硫黄の鉱床には2つの鉱化

系列に属するもののあることを指摘した。その1つはい

わゆる新第三紀鉱化作用の終末の産物であり，他はそれ

から独立したところの第四紀火山活動に関係する鉱化作

用によるものと思われる。本論でのべたニセコ火山地域

の鉱床は，後者に属し，虻田鉱山によって代表されると

ころの硫黄硫化鉄鉱褐鉄鉱鉱床は前者に属するであろう

と示唆した。　　　（昭和38年6月，44年8月調査）
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